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いのちの電話
社会福祉法人

【東京】

　貴族的なものは優れている場合でもどこか弱く、実用的な民器は貧しい場合でもどこかに健やかさが
見えます。そこには活ける生命の美が現れている。� （柳宗悦／思想家）
　いのちの電話は、“相談活動”という視点で理解するより、“出会い”という視点で理解する方が、内
包する豊かなものを汲み取ることが出来るように思います。電話を介した“人との新たな出会い”が
“自分との新たな出会い”になって、かけてくる人・受ける人双方にとって、生きる力・生きる喜びに
つながっているからです。

の関心を薄めているようです。日常生活でのささ
やかな相手への気がかりが、積もり積もって、悩
みや苦しみとなって互いの心の隔たりを生み出し
ます。いのちの電話が大切にしている一回性は、
生涯に一度の“ただ今”の時間を、心を込めて過
ごそうとする精神の現れとも言えます。私たちが
生きていく中で体験する挫折・思い通りにいかな
いこと・心の虚しさを、電話での対話を通して味
わう中で、“生きる力・生きる喜び”を共にする
のです。
　「他の人だったら、もっと違った出会いになっ
ていたかもしれません」は、“出会い”には心残
り感がついて回ることを意味しています。一人ひ
とりの体験や学んできたことが違っているからこ
そ、自分以外の人を“分かった”と確信を持って
言い切れないのです。私たちにできることは、わ
かろう・わかりたいという思いを大切にすること
です。“今、ここ”で出会っている相手を思いや

一期一会

　過去が咲いている今、未来のつぼみでいっぱい
の今� （河井寛次郎／陶芸家）

　いのちの電話では、一回性を大切にしていま
す。「また会えるといいですね。」は、「この時間
は、私にとって喜びでした。」を意味していま
す。受ける人にとっては、喜びと活動への力を受
ける機会となります。とは言え、再びの邂逅は
“神のみぞ知る”であることを、私たちは人生の
知恵として知っています。だからこそ“ありがと
う”の想いが湧いてきます。だからこそ、新たな
出会いや体験に向かうことが出来ます。
　一方で、“なぜあのようなことになったのだろ
う”という思いが、次の出会いへの歩みを鈍らせ
ます。私たちは身近な人に対しては、いつでも会
える、いつも共にいるという感覚が互いの変化へ
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ることであり、相手を大切にすることであり、愛
することにつながっています。前述の心残り感
は、志を同じくするボランテイア仲間との“新た
な邂逅”にバトンタッチする姿勢へと向かいます。

One for All, All for One

　大きな体の選手たちがスクラムを組んでボール
を取る。それを小柄な選手が絶妙なタイミングで
後ろにパスを出す。パスを受けた足の速い選手が
タックルされた時のために体の大きな選手が全力
で追う。こうして一人ひとりがその役割を果たす
ことで、勝利を手にすることが出来ます。
� （五郎丸／ラグビー選手）

　いのちの電話では、電話に出るための基本的な
関わりを学ぶ課題解決型のグループ学習をする養
成研修と、電話での“善き出会い”のために自己
への気づき・新たな関わり発見のためのグループ
での継続研修が義務づけられています。

　一人のメンバーの研修
体験の発表に対して、他
のメンバーから自分たち
の体験で得た知恵や学び
の知識からのコメントが

伝えられます。わかってくれている、わかってく
れない、わかろうとしてくれている、わかろうと
してくれないなど。このような喜び・悲しみ・怒
りなどの体験を通して、心の扉を開くということ
を学んでいきます。約1年半の研修期間でのグル
ープでの学びを通して、“人の成長を待つという
こと”を実感と共に知っていきます。この共に学
び合っている光景を観ていた時、ラグビーで使わ
れるOne for all, All for oneという言葉が自然に
心に浮かんできました。
一人の人のこれまでの研修体験の意味を、グルー
プで共有し、仲間の関わりからさらに新たな気づ
きが生まれる。理解されない体験、わかってもら
った体験、スッキリした体験、未消化な体験、全
ての体験が、電話での“善き出会い”をめざした
研修での学びにつながっています。

知音

　自分の心をよく知ってくれる友、親友　
� （広辞苑／呂氏春秋より）　

　自分の奏でる音を聴いて心情を察してくれる友
が亡くなって、自分の弦を絶った箏の名手の故事
から摂られた知音は、親友という意味があるよう
です。聴くことには、語られている内容と共に心
の響きに耳を澄ませることが含まれています。
“電話で対話するボランティアの基本的姿勢”を
考えるヒントになります。
　専門家としてではなく、一般の市民として電話
を受けることに意義を見出しているいのちの電話
では、性別・年齢・職業など多種多様な人たちが
参加しています。メンバーへの信頼や自己への信
頼の体験は、グループでの学びを通して得られま
す。経験や学んできたことが違っていても“一人
の人への尊重”は、電話での出会いそのものとも
言えます。いのちの電話では、理論学習も大切に
していますが、それ以上に関わりを体験的に学ぶ
学習スタイルを大事にしています。対等性や思い
やり・愛は、言葉で理解しても、目の前の人との
関わりに反映されていなければ、意味がないから
です。出会いの中に信頼の感覚が湧いてこないか
らです。
　自分の思いを、そのままに伝えることが出来る
便利な道具として、電話だけでなくラインやSNS
があります。私の日々接している高校生たちは、
部活動での集合時間・場所の連絡から心のつぶや
きまでを、グループで共有するのに使っていま
す。確かに必要な情報を共有し、自分の思いを共
有するのに便利です。誰にも言えず、一人で悩み
苦しんでいる人にとって、抱えて留まっている感
情や思いを、誰かと瞬時に共有する道具として便
利です。同時に、電話やライン、SNSの相手と
のやりとりが現実の人間関係よりも優先されてい
ると思われる使われ方も見受けられます。一時的
な関わり体験が、現実の人との関わりに生かされ
ていないのです。まるで、雑誌で取り上げられて
いる可愛い猫に夢中で、家で飼っている猫を粗末
に扱っているのに似た感がします。




